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研究テーマ名： 極微量元素の高感度分析 

3次元分析 

 

キーワード：  X線分光、蛍光 X 線分析、放射線物理学、光電子分光 

 

高校生への一言：世の中は、教科書に載っていないことであふれています。大学で、誰も知ら

ない新しいことを発見してみませんか。 

 

大学での担当科目： 

 

大学院での担当科目： 

 

所属学会： 日本分析化学会、原子衝突学会、日本鉄鋼協会 

 

１．研究概要 

 蛍光 X 線分析法は、試料（たとえば、木材や雨水、石など）に含まれる元素の種類や量を測

定することができます。私は、この蛍光 X 線分析法を用いて、様々な試料の元素分析を行って

います。その中でも、空気中にある微粒子（小さい粒子）の分析について説明します。大気中

には PM2.5 と呼ばれる大きさが 2.5 µm 以下（1 µm

は 1 mmの 1/1000）の粒子が存在します。PM2.5は非

常に小さいので、人が吸い込んでしまったとき、肺

の奥まで到達して、大きなダメージを与える可能性

があります。そこで、蛍光 X 線分析法を用いて、こ

の PM2.5を分析できる方法を確立しています。 

 図は微粒子の蛍光 X 線エネルギースペクトルで

す。蛍光 X 線エネルギースペクトルとは、測定した

試料に含まれる元素を示すものです。このように、

この方法を用いることで、微粒子に含まれる元素を

分析することができます。 

 

２．高校生向けに提供可能な講演テーマの例（実績も含む） 

 「元素分析法について」、「放射線とは？」、「身近な放射線を数える」 

顔写真 

幅  ：35mm 

高さ：40mm 
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